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論 文 審 査 委 員 教授 阿部 庸二 教授 伊達 勲 教授 松浦 栄次
学 位 論 文 内 容 の 要 冒
リドカインの投与が脳部分虚血に及ぼす影響 をNADH蛍光画像とDCポテンシャルを用い
て評価 した｡ ラッ トを リドカイン群と対照群に分け､両側総頚および左中大脳動脈の閉塞に
て90分の部分虚血を負荷 したo大脳皮質NjWH蛍光画像とDCポテンシャルの変化を記録
し､isclemiccoreの広がり､再発性脱分超の発生頻度､脱分極時間と組織障害度の関係を比






論 文 審 査 結 果 の 要 冒
本研究は局所嘩酔薬 リドカインの静脈内投与が脳部分虚血に及ぼす影響
をNADH蛍光画像とDCポテンシャルを用いて評価 した基礎的研究である｡
ラットをリドカイン群と対照群に分け､両側総額および左中大脳動脈の閉塞に
て90分の部分虚血を負荷 し､ischemiccoreの広がりや再発性脱分極の発生頻度､
脱分極時間と組織障零度の関係を比較 した｡その律果NADH蛍光はDCポテ
ンシャルと相関 したが､リドカイン投与により虚血性脱分極領域 (ischenlic
r,01-e)に相当するNADH蛍光領域は有意に縮小することが判明した. しかし
両群で再発性脱分極は同等に発生し､また同じ脱分極時間でも神経細胞障害度
は同等で有意差がなかったQ 一方､24時間後の組織標本ではリドカイン群で脳
梗塞体積は有意に締小 していたO以上の結果より､リドカインの静脈内投与は
虚血性脱分極領域を狭めることにより､脳梗塞の縮小に寄与することが示唆さ
れた｡
よって本研究者は博士 (医学)の学位を得る資格があると認める｡
